
C･S（コミュニティ・スクール）を推進しています。  
 

 

 

 

 

 

ミシン・ボランティアさんが来られます。 

 

 

 

 

地域との「共育」が進んでいます。 

 

 

 

 

【１０月号】 
令和６年１０月１日 

校長  刀坂  順子 

 

志を立て、他者と共に学びを創造する子供の育成  

HP:www.town.shime.lg.jp/site/cs/ 

志免中央小だより 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度：以下 C・S）は、学校と地域住民等が

力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる仕組みをもつ学校の総称です。 

つまり、地域総がかりで子供を育てる学校であると言えます。本校も C・Sを推進し

て３年ほどになります。年４回程度の学校運営協議会を開催し、そこでのご意見等を基

に子ども達の教育活動をよりよいものへと改善していくよう努めているところです。 

保護者の皆様にも今一度、C・Sで目指すことを知っていただければと思います。 

C・Sで目指すのは「地域と共にある学校づくり」「学校 

と共にある地域づくり」です。右図のように子供にとって 

「ナナメの関係」に頼れる大人が増えることでより良い 

大人モデルと出会ったり学校での学びを広げたりすること 

が可能になります。これまで以上に学校・家庭・地域の 

三者の協力により子供たちの社会を生き抜く力を育てます。 

１１月と１月に予定している５，６年生家庭科「裁縫」の学習でミシンを使ったエ

プロンやナップザック作りをします。本年度より新しい取組として「ミシン・ボラン

ティア」さんのお力をお借りすることとなりました。子供達４，５人にお一人の割合

でボランティアの方が側にいてくださりミシンの使い方の 

助言をしてくださいます。総勢４０名程のミシン・ボランテ 

ィアさんのお力添えが大変心強いです。 

ミシン・ボランティアのみなさまよろしくお願いします。 

 

  

 

 ５年生総合的な学習では「防災」の 

学習を行っています。９月１１日の公 

開授業では、万が一の時に備えた防災 

リュックの中身について考え、議論す 

る学習が行われました。試行錯誤を繰 

り返す子供達への助言を志免町役場 

生活安全課の菊武様にお願いしました。 

地域の教育力を子供達の為に発揮してくだりありがとうございます。 

 

 

 

  

ミシンボランティアさん 



糟屋区 PTA指導者研修会 

 

 

 

 

 

 

 

１０/１（火） 
挨拶運動 

校納金引き落とし日 
 １１/１（金） 

挨拶運動 

校納金引き落とし日 

４日（金） 委員会活動  ９日（土） 
教育の日参観 

弁当の日 

１０日（木） 前期終業式（給食なし）  １１日（月） １１／９振替休日 

１１日（金） 秋季休業～１０/１５  １２日（火） もみじ読書旬間 

1６日（水） 後期始業式（給食なし）  １３日（水） ねっこぼっこ４,３年 

１７日（木） 
5年自然体験宿泊学習 

社教センター（一日目） 
 １４日（木） ねっこぼっこ２,１年 

１８日（金） 
5年自然体験宿泊学習 

社教センター（二日目） 
 １５日（木） 委員会活動 

２３日（水） 
３,４年秋の遠足 

給食試食会 
 ２１日（木） 音楽鑑賞会 

２５日（金） １,２年秋の遠足  ２２日（金） クラブ活動 

３０日（水） 
６年修学旅行 長崎県 

（一日目） 
 ２７日（水） 

ぐるんぱ５年  

租税教室６年  

３１日（木） 
６年修学旅行 長崎県 

（二日目）    招待給食 
   

１１月学校行事予定 

令和６年度の卒業証書授与式は 

令和７年３月１４日（金）です。 

 令和６年度糟屋区小学校 PTA指導者研修会「つながる・広がる PTA活動を求めて」

が９月２９日（日）に宇美小学校にて行われました。講話の後に実施された分科会では、

糟屋区を代表して本校 PTA会長木村様から「PTA活動の取組について」というテーマ

で主に昨年度の実践等を発表していただきました。 

【できるときに・できるひとが・できることを】 

という本校の PTA活動の理念の基に実施された「子 

供と大人の熟議」「もちつき」などについて報告して 

くださいました。木村会長ありがとうございました。 

 

  

 

 

１０月学校行事予定 

【お願い】下校時刻の直前に下校方法の変更希望のお電話をいただくことがあります。お子様に

確実に伝えることが困難な場合もあります。連絡は可能な限りお早めにいただくか、保護者の

方が直接お迎えに来られるようお願いします。児童の安全を第一に考えていきます。 

 


